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	キユーピーグループ
	サプライヤーガイドラインの取り組みについて
	ご協力のお願い
	はじめに
	キユーピーは、1919（大正8）年の創業以来、「良い商品は良い原料からしか生まれない」という原料に対する強いこだわりを持ち、食品を扱う者の心構えとして「正直」「誠実」を愚直に守り続けてきました。この考え方にサプライヤーの皆さまからご共感、ご協力をいただいたことで、今日まで事業を続けることができております。サプライヤーの皆さまに感謝申し上げます。
	さて近年、国際的に持続可能な社会の実現が重要な課題になっており、企業には責任あるサプライチェーンの構築が求められています。そのためには、自社のみならずサプライチェーン全体で社会的責任を果たすことが大切になります。キユーピーは、サプライヤーの皆さまのご共感、ご協力をいただきながら品質のみならず、環境や人権に与える影響にも配慮する取り組みを更に進めたいと考えています。
	このような背景から2018年に「キユーピーグループの持続可能な調達のための基本方針」を策定しました。基本方針の実現に向けて、キユーピーグループの調達先である大切なお取引先（貴社および貴社の取引先を含めたサプライヤー全体を指します）へお願いすることとして「キユーピーグループのサプライヤーガイドライン」（以下、「本ガイドライン」）を定めます。本ガイドラインをもって相互理解のもと、サプライチェーンにおけるさまざまな課題解決を行い、持続可能な調達およびお取引先との共存共栄をめざします。
	貴社には、本ガイドライン制定の趣旨や内容について、ご理解およびご賛同いただくとともに、貴社自身のお取引先にも同様に働きかけをお願い致します。
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